
ICHTHY
ISSN 2435-7715

Natural History of Fishes of Japan

Ichthy, Nat. Hist. Fish. Jpn.

https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/ichthy/articles.html
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ichthy/-char/jaedited and published by the Kagoshima University Museum

ORIGINAL RESEARCH ARTICLE

Ichthy 14 ǀ 2021 ǀ 54

鹿児島県本土初記録のフエフキダイ科 2種：イソフエフキとハナフエフキ

渋谷駿太 1・本村浩之 2

Two specimens [236.7–239.7 mm standard length (SL)] of 
Lethrinus atkinsoni Seale, 1910 and a single specimen (172.9 
mm SL) of L. ornatus Valenciennes, 1830 were collected from 
the southwestern Satsuma Peninsula and southeastern Osumi 
Peninsula, respectively, in Kagoshima Prefecture. In the Pre-
fecture, the former has previously been recorded only from 
Amami-oshima island, the latter only from the Osumi Islands 
and southwards. Thus, these specimens, herein described in de-
tail, represent the first records of these species from Kagoshima 
mainland, southern Kyushu, Japan.
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 Abstract

木村ほか，2017; Nakae et al., 2018; Motomura and Uehara, 

2020）．したがって，今回得られたイソフエフキとハナフ

エフキの標本はそれぞれ鹿児島県本土における初めての記

録となるためここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法と体各部の名称は Carpenter and 

Allen (1989)にしたがい，背鰭第 3棘長（背鰭第 3棘の基

部から先端までの長さ）と背鰭最長棘長（背鰭最長棘の基

部から先端までの長さ）も計測した．側線上方横列鱗数は

背鰭基底の小鱗を含め，背鰭第 5棘直下から側線鱗のひと

つ手前までの 1横列の鱗数を計数した．標準体長（standard 

length）は体長または SLと表記した．体各部の計測はノ

ギスを用いて 0.1 mm単位まで行い，計測値は体長に対す

る百分率で示した．生鮮時の色彩の記載は，固定前に撮影

されたカラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた

標本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管さ

れており，上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登

録されている．

Lethrinus atkinsoni Seale, 1910

イソフエフキ
（Fig. 1A; Table 1）

標本　2 標本：KAUM–I. 160133，体長 236.7 mm，尾

叉 長 268.9 mm，KAUM–I. 160134， 体 長 239.7 mm， 尾

叉長 272.9 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町野間池沖

（31°24ʹ29ʺN, 130°06ʹ24ʺE），水深 15 m，釣り，2021年 8月

5日，石原祥太郎．

記載　計数形質と体各部の体長に占める割合を Table 1

に示した．体は前後方向に長い楕円形でやや側扁し，背鰭

第 6棘基部付近で最大となる．体背縁は吻端から背鰭第 5

棘基部にかけて上昇し，そこから尾柄前部にかけて下降

する．体腹縁は下顎先端から背鰭第 6棘基部下にかけて

緩やかに下降し，そこから尾柄前部にかけて緩やかに上昇

フエフキダイ科フエフキダイ属 Lethrinusは背鰭，胸鰭，

および臀鰭軟条数がそれぞれ通常 9，13，および 8である

ことや頬部が無鱗であることなどによって特徴づけられる

（Carpenter and Allen, 1989; Carpenter, 2001）．本属魚類は日

本から 19種が知られており（島田，2013；本村，2021），

鹿児島県からはこれら全種が記録されている（渋谷ほか，

2020）．

2021年 3月に鹿児島県大隅半島東岸からハナフエフキ

に同定される 1個体（標準体長 172.9 mm）が，同年 10月

に同県薩摩半島西岸からイソフエフキに同定される 2個体

（標準体長 236.7–239.7 mm）がそれぞれ採集された．これ

まで鹿児島県において，前者は奄美大島からのみ記録され

ており（Nakae et al., 2018），後者の分布記録も大隅諸島以

南の島嶼域に限られていた（Motomura and Harazaki, 2017；
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する．上顎の先端は下顎の先端よりも僅かに前方に突出

する．鼻孔は 2対で眼の前方に位置し，互いに僅かに離れ

る．前鼻孔は円形で皮弁を有し，後鼻孔は前後方向に長い

楕円形．眼と瞳孔は円形．背鰭起部は腹鰭起部より僅かに

後方，背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上より後方にそれぞ

れ位置する．背鰭棘条部は第 4棘（KAUM–I. 160133）ま

たは第 5棘（KAUM–I. 160134）が最長．胸鰭基底上端は

鰓蓋後端よりも僅かに前方，胸鰭基底下端は腹鰭起部直上

Fig. 1. Fresh specimens of (A) Lethrinus atkinsoni (KAUM–I. 160133, 236.7 mm SL, Nomaike, Satsuma Peninsula, Kagoshima Pre-
fecture, Japan) and (B) L. ornatus (KAUM–I. 154341, 172.9 mm SL, Uchinoura Bay, Osumi Peninsula, Kagoshima Prefecture, 
Japan).
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よりも前方にそれぞれ位置する．胸鰭後端はやや尖り，背

鰭第 9棘基部下に位置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門に

達する．臀鰭起部は背鰭第 10棘基部直下の後方に位置す

る．尾鰭は二叉型を呈する．背鰭，臀鰭，および腹鰭は無

鱗，胸鰭基底内側は小鱗に被われる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1A）―体の地色は黄色みが

かった暗緑色で，体腹面で白色を呈する．体側鱗には黒褐

色斑がある．背鰭と臀鰭は棘条部で赤みがかった白色，軟

条部で赤色を呈する．胸鰭は赤色を呈する．腹鰭は白色で

僅かに赤みを帯びる．尾鰭は黄色を呈し，縁辺は赤色．瞳

孔は黒色．虹彩は暗黄色で，上部は黄色を呈する．両唇は

淡赤色を呈する．

分布　Lethrinus atkinsoniはミャンマーからツアモツ

諸島にかけての東インド洋と太平洋から記録されている

（Carpenter and Allen, 1989; Carpenter, 2001; Psomadakis et al., 

2019）．日本国内では山口県，筑前海，和歌山県，高知

県，愛媛県，日向灘，口永良部島，屋久島，および琉球列

島から記録されていたが（西田ほか，2005；島田，2013; 

Motomura and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017；木村ほか，

2017; Nakae et al., 2018； 園 山 ほ か，2020; Motomura and 

Uehara, 2020），本研究により鹿児島県本土における分布も

確認された．

備考　野間池産標本は側線上方横列鱗数が 5であるこ

と，背鰭棘条部は第 4棘または 5棘が最長で，いずれも

第 3棘より短いこと（Table 1），腹鰭が白色であること，

および体側鱗に黒褐色斑があることなどの特徴が，島田

（2013）の報告したイソフエフキ L. atkinsoniの標徴とよく

一致したため，本種に同定された．

黒潮の影響を受ける薩摩半島西岸からはこれまでにテ

ルメアジ Selar boops (Cuvier, 1833)やオオクチイケカツオ

Scomberoides commersonnianus Lacepède, 1801など，暖海性

魚類の成魚が単発的に採集されている（渋谷ほか，2019；

和田ほか，2019a）．また，薩摩半島西岸と同様に黒潮の影

響により暖海性魚類が採集される九州東岸（例えば，宮本

ほか，2011；三木，2017）においても，記載標本の採集時

期と同時期（2021年 8月 3日）にイソフエフキ 2個体が

採集されている［三木凉平氏，私信；うち 1個体は標本

（KAUM–I. 160200，体長 251.4 mm，宮崎県南部沿岸）と

L. atkinsoni L. ornatus
Nomaike, Satsuma Peninsula Uchinoura Bay, Osumi Peninsula

KAUM–I. 160133 KAUM–I. 160134 KAUM–I. 154341
Standard length (SL; mm) 236.7 239.7 172.9
Fork length (mm) 268.9 272.9 200.3
Counts
 Dorsal-fin rays X, 9 X, 9 X, 9
 Anal-fin rays III, 8 III, 8 III, 8
 Pectoral-fin rays 13 13 13
 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 I, 5
 Lateral-line scales 47 46 47
 Scale rows above lateral line 5 5 6
 Scale rows below lateral line 15 15 15
 Gil rakers 5 + 5 5 + 5 3 + 5
Measurements (% SL)
 Body depth 42.7 45.7 45.3
 Head length 32.7 34.3 33.6
 Snout length (excluding lips) 15.5 16.1 14.8
 Snout length 18.0 18.2 16.3
 Cheek height 15.8 17.3 16.0
 Eye length 7.8 8.3 8.6
 Pectoral-fin length 31.0 35.0 31.3
 Pelvic-fin length 25.5 29.1 26.5
 Caudal-peduncle length 18.3 18.1 19.2
 Dorsal-fin base length 50.5 50.5 50.3
 Spinous dorsal-fin base length 29.2 29.5 30.4
 Soft dorsal-fin base length 20.6 20.9 19.6
 Anal-fin base length 19.4 19.6 21.1
 Spinous anal-fin base length 4.3 4.9 5.7
 Soft anal-fin base length 13.8 14.0 14.2
 Preorbital width 11.9 11.9 12.1
 3rd dorsal-fin spine length 10.4 12.5 11.8
 Longest dorsal-fin spine length 12.1 12.7 12.4

Table 1. Counts and proportional measurements of specimens of Lethrinus atkinsoni and L. ornatus from Kagoshima mainland, south-
ern Kyushu, Japan.
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して保管］．

イソフエフキは雌性先熟であり，沖縄県では本種の雌

が尾叉長 19.0–21.0 cmで成熟し，尾叉長 18.0–23.0 cmで雄

に性転換することが知られている（Ebisawa, 1999）．今回，

鹿児島県から得られた 2個体はいずれも尾叉長およそ 27 

cmであることから雄の成魚であると考えられる．本研究

では渋谷ほか（2019）や和田ほか（2019a）の事例とは異なり，

一地点から複数個体の成魚が採集された．九州南部周辺海

域における本種の再生産の実態は明らかとなっていない

が，本種はサンゴ礁外斜面，ラグーンおよび海草藻場を

群泳する生態が知られており（Carpenter and Allen, 1989），

本研究において採集された個体は，南方海域を群泳してい

た個体が黒潮によって運ばれてきたものと考えられる．

これまで知られていたイソフエフキの国内における分

布記録は「分布」の項に示したとおりであるため，野間池

産の標本は本種の鹿児島県本土からの初記録となるが，九

州南部における本種の出現について実態を明らかにするた

めには同海域における継続的な調査が必要である．

Lethrinus ornatus Valenciennes, 1830

ハナフエフキ
（Fig. 1B; Table 1）

標本　KAUM–I. 154341，体長 172.9 mm，尾叉長 200.3 mm，

鹿児島県肝属郡肝付町内之浦湾（31°16ʹ55ʺN, 131°04ʹ49ʺE），

水深 30–35 m，定置網，2021年 3月 9日，山田守彦．

記載　計数形質と体各部の体長に占める割合を Table 1

に示した．体は前後方向に長い楕円形でやや側扁し，背鰭

第 5棘基部付近で最大となる．体背縁は吻端から背鰭第 6

棘基部にかけて上昇し，そこから尾柄前部にかけて下降す

る．体腹縁は下顎先端から肛門にかけて緩やかに下降し，

そこから尾柄前部にかけて緩やかに上昇する．鼻孔は 2対

で眼の前方に位置し，互いに僅かに離れる．前鼻孔は円形

で皮弁を有し，後鼻孔は前後方向に長い楕円形．眼と瞳孔

は円形．背鰭起部は腹鰭起部より後方，背鰭基底後端は臀

鰭基底後端直上より後方にそれぞれ位置する．背鰭棘条部

は第 4棘が最長．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりも僅かに前

方，胸鰭基底下端は背鰭起部直下よりも前方にそれぞれ位

置する．胸鰭後端はやや尖り，臀鰭起部直上に位置する．

たたんだ腹鰭の後端は肛門に達する．尾鰭は二叉型を呈し，

後縁は僅かに湾入する．背鰭，臀鰭，および腹鰭は無鱗，

胸鰭基底内側は小鱗に被われる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1B）―体の地色は体背面で

黄色みがかった褐色，体腹面で褐色がかった白色を呈する．

体側に 5本の橙色縦帯がある．吻部と頬部は淡黄色を呈し，

顕著な斑紋を欠く．両唇は黄色みがかった桃色で，後方に

かけて黄色を呈する．虹彩外縁，前鰓蓋骨後縁および主鰓

蓋骨後縁は鮮やかな赤色を呈する．背鰭は赤色で，基部付

近は黄色みがかる．胸鰭は黄色．腹鰭は棘条部で白色，軟

条部で黄色を呈する．臀鰭は黄色で，軟条部外縁は僅かに

赤みがかる．尾鰭は赤色．

分布　Lethrinus ornatusはスリランカからインドネシア

にかけての東インド洋と，日本からオーストラリア北東

部にかけての西太平洋から記録されている（Carpenter and 

Allen, 1989; Carpenter, 2001; Allen and Erdmann, 2012）．日本

国内では和歌山県，宮崎県，および琉球列島から記録さ

れていたが（島田，2013; Nakae et al., 2018；三木，2019, 

2021），本研究により鹿児島県本土における分布も確認さ

れた．

備考　内之浦産の標本は，吻部や頬部に顕著な斑紋が
ないこと，前鰓蓋骨と主鰓蓋骨の後縁が赤色であること，

体側に 5本の橙色縦帯をもつことなどの特徴が，Carpenter 

and Allen (1989)と島田（2013）の報告したハナフエフキ L. 

ornatusの標徴とよく一致したため，本種に同定された．

これまで鹿児島県本土から記録されていたフエフキ

ダイ属魚類は，イソフエフキ，イトフエフキ Lethrinus 

genivittatus Valenciennes, 1830， フ エ フ キ ダ イ Lethrinus 

haematopterus Temminck and Schlegel, 1844，オオフエフ

キ Lethrinus microdon Valenciennes, 1830，ハマフエフキ

Lethrinus nebulosus (Forsskål, 1775)，およびキツネフエフキ

Lethrinus olivaceus Valenciennes, 1830の 6種のみであった

（小枝，2017, 2020；畑ほか，2018；和田ほか，2019b；本研究）．

したがって，内之浦産の標本はハナフエフキの鹿児島県本

土における初めての記録となる．
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